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はじめに
　褥瘡発生の原因のひとつにベッドを30度以上ギャッ
チアップすることで、身体は下肢の方向にズレ落ち、
仙骨部への摩擦やズレが生じることが挙げられる。そ
のためギャッチアップ角度は30度以下にすることが望
ましい。しかし、食事介助など日常生活動作において
30度以上ギャッチアップを必要とする場面が多い。こ
れまでの研究では多種の体圧分散マットレスの比較、
または一定角度のギャッチアップによる仙骨部体圧の
比較はされているが、多種の体圧分散マットレスおよ
びギャッチアップ角度による仙骨部体圧の比較はされ
ていない。そこで、0度30度60度ギャッチアップした
状態で、私立大学病院外科病棟で使用されている体圧
分散マットレス5種類（薄型ウレタンフォームマット
レス（スーパーフレックス⑪）1枚、2枚重ね、厚型ウ
レタンフォームマットレス（マキシフロート⑧、サーモ
コントア②）、エアーマット（アドバン⑧））とスプリング
マットレスを使用し仙骨部体圧の比較をしたので、こ
こに報告する。
1用語の定義
　体圧とはベッドの表面から体表へ加わる圧のことで
ある。
皿研究目的
多種の体圧分散マットレスのギャッチアップ角度に
よる仙骨部附句の違いを比較する。
皿研究方法
1．調査対象
　　1）私立大学病院外科病棟女性看護師10名に協力
　　　を得る。
　　2）衣服による体圧の違いがでない様、私立大学病
　　　院で使用している病衣（綿素材・ガウン式）を
　　　着用する。
2．調査期間
　平成18年9月10日～10月15日
3．調査方法
　1）手動式ベッドを6台使用して、病棟で使用して
　　　いるスプリングマットレスと5種類の体圧密
　　　散マットレスの上に綿シーツを敷く。
　2）BMIを算出する。
　3）同一の対象者を仰臥位にして、ギャッチアップ
　　　（0度、30度、60度）状態で仙骨部転圧を体言測
　　　褥瘡　仙骨部体圧　体圧分散マットレス
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定器を用いて、1つの角度に対し3回測定する。
〈測定に用いた体圧分散マットレス〉
・スプリングマットレス
　以下スプリングと表記す
・薄型ウレタンフォームマットレス（スーパー
　フレックス②）1枚
　以下薄型1枚と表記す
・薄型ウレタンフォームマットレス（スーパー
　フレックス⑧）2枚重ね
　以下薄型2枚と表記す
・厚型ウレタンフォームマットレス（マキシフ
　ロート②）
　以下厚型マキシと表記す
・今旦ウレタンフォームマットレス（サーモコ
　ントア⑨）
　以下厚型サーモと表記す
・エアーマット（アドバン⑧）
　以下エアーマットと表記す
く測定用具〉
ハンディータイプ体圧測定器プレッシャース
キャニングエイド（セロ⑧）
4．分析方法
　1）それぞれのマットレスにおける仙骨部体圧の
　　　平均値、標準偏差値をExcelにてギャッチアッ
　　　プ角度毎に求める。
　2）スプリングと薄型1枚、薄型2枚、厚型マキシ、
　　　厚型サーモ、エアーマットをギャッチアップ角
　　　度毎にt検定し、比較検討する。
　3）薄型1枚と薄型2枚、一型マキシ、厚型サーモ、
　　　エアーマットをギャッチアップ角度毎にt検
　　　定し、比較検討する。
　　　なおP＜O．05を有意差とみなすこととする。
】V倫理的配慮
　私立大学病院外科病棟女性看護師10名に研究の目的
を文書で説明し、研究の同意は本人の意思に委ね協力
を得る。調査結果については、全て統計的なデータと
して処理するため、個人の結果が単独で資料となるこ
とはない旨を説明した。
V結果
調査対象者の平均年齢は25．8才、平均BMI19．94で
あった。
1．ギャッチアップ0度
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　1）仙骨部体圧の平均値
　　　　スプリング52．lmmHg、薄型1枚41．4mmHg、
　　　薄型2枚35．2mmHg、厚型マキシ30．6mmHg、
　　　厚層サーモ32．8mmHg、エアーマット
　　　31．8mmHgであった。（図1）
　2）ギャッチアップ角度毎にスプリングと多種の
　　　官歴分散マットレスの仙骨同体圧の平均値を
　　　t検定した結果
　　　　薄型1枚、薄型2枚、厚面マキシ、厚面サー
　　　モ、エアーマットすべての体圧分散マットレス
　　　の仙骨部体圧の平均値とスプリングを比較す
　　　ると有意に差があり仙骨部体圧が低かった。有
　　　意差はP＜0．05であった。（図1）
　3）ギャッチアップ角度毎に薄型1枚と他種の体
　　　圧分散マットレスの仙骨部体圧の平均値をt
　　　検定した結果
　　　　薄型2枚、厚型マキシ、厚型サーモ、エアー
　　　マットの平均値と薄型1枚を比較すると有意
　　　に差があり仙骨濃密圧が低かった。（図4）
2．ギャッチアップ30度
　1）仙骨柱体圧の平均値
　　　　スプリング47．8mm且g、薄型1枚40．OmmHg、
　　　薄：型2枚29．OmmHg、厚型マキシ29．7mmHg、
　　　厚意サーモ28．4mmHg、エアーマット
　　　26．9mmHgであった。（図2）
　2）ギャッチアップ角度毎にスプリングと多種の
　　　体圧分散マットレスの仙骨玉体圧の平均値を
　　　t検定した結果
　　　　薄型1枚の仙骨部体圧の平均値とスプリン
　　　グを比較すると有意に体圧に差が無く薄型2
　　　枚、厚型マキシ、厚型サーモ、エアーマットの仙
　　　加島体圧の平均値とスプリングを比較すると
　　　有意に差があり仙骨部体圧が低かった。（図2）
　3）ギャッチアップ角度毎に薄型1枚と菌種の体
　　　圧分散マットレスの仙骨部体面の平均値をt
　　　検定した結果
　　　　エアーマットの仙骨部体圧の平均値と薄型
　　　1枚を比較すると有意に差があり体心が低く、
　　　薄型2枚、厚型マキシ、厚塗サーモの仙骨部面
　　　圧の平均値と薄型1枚を比較すると有意に差
　　　が無かった。（図5）
3．ギャッチアップ60度
　1）仙骨部体圧の平均値
　　　　スプリング61．5mmHg、薄型1枚48．4mmHg、
　　　薄型2枚37．7mm且g、厚型マキシ37．OmmHg、
　　　厚型サーモ37．3mmHg、エアーマット
　　　31．4mmHgであった。（図3）
　2）ギャッチアップ角度毎にスプリングと多種の
　　　店立分散マットレスの仙骨部土圧の平均値を
　　　t検定した結果
　　　　薄型2枚、厚型マキシ、厚型サーモ、エアー
　マットの仙骨部体圧の平均値とスプリングを
　比較すると有意に差があり仙骨球体圧が低か
　つた。（図3）
3）ギャッチアップ角度毎に薄型1枚と他種の体
　圧分散マットレスの仙骨部面圧の平均値をt
　検定した結果
　　薄型2枚、厚型マキシ、厚型サーモ、エアー
　マットの仙骨部体内の平均値と薄型1枚を比
　較すると有意に差が無かった。（図6）
v［考察
　ギャッチアップ0度の場合すべての体圧分散マット
レスにおいて仙骨部体圧がスプリングよりも低かっ
た。しかし、ギャッチアップ30度、60度の場合において
薄型1枚は圧が高く仙骨部体圧が分散されなかった。
このことから、薄型1枚では仙骨部体圧の分散がされ
にくいと考えた。そこで、薄型1枚と薄型2枚、厚型マ
キシ、厚型サーモ、エアーマットを比較してみたとこ
ろ、ギャッチアップ0度の場合は仙骨自体圧が分散さ
れた。ギャッチアップ30度の場合はエアーマットのみ
仙骨部耐圧が分散された。ギャッチアップ60度の場合
は薄型2枚、厚型マキシ、厚型サーモ、エアーマットに
おいて圧が高く仙骨部体圧が分散されていなかった。
しかし、エアーマットの仙骨部調圧は、31．4mmHgであ
り他の飯氏分散マットレスに比べ仙骨母体圧が分散さ
れているという結果となり薄型2枚、砂型マキシ、厚
型サーモに比べ仙骨部体圧が分散されることが分かっ
た。しかし、私立大学病院外科病棟では薄型1枚を使
用する場合がある。これまでの研究により薄型マット
レッスを使用する際は2枚重ねを使用することで仙骨
部血圧が分散されると言われている。本研究において
も同様の結果が得られているため、私立大学病院外科
病棟においても薄型ウレタンフォームマットレス（ス
ーパーフレックス②）を使用する際には2枚重ねるこ
とが望ましいと考える。しかし、薄型2枚を使用する
よりも他の厚面マキシ、厚型サーモ、エアーマットを
使用する方が仙骨部体圧が分散されるという結果が得
られた。その中で、エアーマットが最も仙骨部体圧が
分散されていた。私立大学病院では、エアーマットは
自力体位変換時必要な支持力つまり、安定感が得にく
いという短所がありギャッチアップに適していないた
め、食事介助など日常生活においてギャッチアップを
必要とする患者に対してはエアーマット以外の体圧分
散マットレスを選択する必要があると考えた。本研究
により体圧分散マットレスを使用していてもギャッチ
アップすることで仙骨部体圧が分散されにくいという
結果が得られた。これまでの研究によると、ギャッチ
アップは30分以内にし、除圧を目的とした体位の工夫
を行い、仙骨部体圧の分散を図っていく必要がある。
このことから、体圧分散マットレスの適切な選択と使
用方法により有効な除圧効果が得られると考える。
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　本研究において上記の結果が得られたが褥瘡の発生
要因として圧迫、摩擦、温度、湿度、感染、低栄養状態、
療痩、循環状態が上げられている。しかし、本研究は平
均年齢25．8才、平均BMI19．94を対象としているため、
今後はこの研究をもとに上記の発生要因・全身因子を
持った対象で施行し有効な結果が得ることができれば
臨床で活用することができると考える。
w結論
1．ギャッチアップ角度0度の場合、5種類の体二分
　散マットレスにおいて仙骨二二圧は減圧された。
2．ギャッチアップすることにより体圧分散マットレ
　スを使用していても、仙骨部体圧は減圧されにく
　い○
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図2　30度における各種マットレスの仙骨部体圧とスプリングマットレスとの比較
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